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上郡山自治会館運営委員会

川原子あじさいを愛する会上原自治会

　平成29年度白石市まちづくり交付金事業を活用し、花と緑に関する事業を行っている団体の活動を紹介します。
花で地域がキレイになるのはもちろん、地域の交流もますます盛んになっています。

まちづくり交付金事業を

紹介します！

　国道113号沿いの花壇にマリーゴールド、サルビア、ヒマワリなどを植えました。広い花壇でしたが、
協力し合いながら手際よく植えていき、子どもたちも競い合うように一生懸命取り組みました。参加者
は「子どもたちが自由に植栽できるスペースがあって、とてもよかったです。そして、普段なかなか�
お話しできない地域の方とも交流でき、楽しく活動できました」と笑顔で話してくれました。

　県道南蔵王白石線沿いの花壇とプランターに、サルビ
ア、紅白のベゴニアを植えました。参加者は「ここを通る方
にこの花を楽しんでもらえると思いますが、私たちも毎
日ここを通り、自分たちが植えた花がきれいに咲いてい
るのを見るのは本当に嬉

うれ

しいです」と話してくれました。

　ベンチの製作やアジサイの剪
せん

定
てい

、自作看板の設置など
を行いました。「まちづくり交付金の活用をきっかけに、
皆さんにゆっくりご覧いただけるようにとベンチ製作に
もつながりました」とメンバーの大槻さん。アジサイは挿
し木により補植され、満開の時期には通り一面、色鮮やか
なアジサイが咲き誇ります（見ごろは７月中旬ごろまで）。

1・２・３_グループワーク、質問の様子。
会場中が熱気に包まれました

　

白
石
市
は
本
年
３
月
に
小
規
模
多
機
能
自
治

推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
に
加
入
し
ま
し
た
。

先
進
的
に
取
り
組
む
地
域
や
、
今
後
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
く
地
域
な
ど
と
の
情
報
交
換
や

情
報
共
有
を
図
る
こ
と
で
、
市
民
と
行
政
の
協

働
に
よ
る
、
住
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
さ

ら
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

前
回
の
勉
強
会
の
あ
と
、「
こ
の
ま

ま
で
は
ダ
メ
だ
、
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
た
い
！
」「
理
解
を
深
め
る
た
め

再
度
話
を
聞
き
た
い
！
」「
あ
の
人
に
も
聞
い

て
も
ら
い
た
い
！
」
と
い
う
声
が
多
く
届
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
８
月
27
日（
日
）に
白
石
笑
顔

未
来
塾
の
第
２
弾
の
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。

詳
細
は
広
報
し
ろ
い
し
８
月
号
で
ご
案
内
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
地
域
に

生
か
す
た
め
に
、
今
後
の
地
域
づ
く
り
の
視
点

や
手
法
に
つ
い
て
一
緒
に
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

３
月
７
日
、
講
師
に
Ｉ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
Ｅ
「
人
と
組

織
と
地
球
の
た
め
の
国
際
研
究
所
」
代
表
の
川か
わ

北き
た

秀ひ
で

人と

氏
を
招
き
開
催
し
た
、「
白
石
笑
顔
未
来

塾
～
人
『
交
』
密
度
を
高
め
地
域
の
課
題
を
地

域
の
力
で
解
決
す
る
た
め
に
～
」。
自
治
会
長
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

な
ど
の
各
種
団
体
の
方
、
小
中
学
校
関
係
者
、

行
政
職
員
な
ど
２
２
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
川
北
氏
か
ら
は
、
白
石
市
の
人
口
構

成
の
予
測
や
財
政
の
推
移
に
つ
い
て
丁
寧
に
解

説
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
す
で
に
行
政

力
が
限
界
を
迎
え
、
地
域
力
を
向
上
し
な
け
れ

ば
、
今
の
暮
ら
し
を
維
持
す
る
こ
と
さ
え
難
し

く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
住
民
自
ら
が
地
域

の
現
状
・
今
後
を
見
据
え
、
暮
ら
し
を
守
る
た

め
に
何
を
す
べ
き
か
を
『
考
え
・
決
定
し
・
実

践
』
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
指
摘
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
す
で
に
こ
の
事
実
に
真し
ん

摯し

に
向
き
合
い
実
践
し
て
い
る
先
進
事
例
も
ご
紹

介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

高
齢
化
に
備
え
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち

孫
た
ち
の
世
代
が
誇
り
を
持
ち
安
心
し
て
暮
ら

し
働
け
る
白
石
を
創
造
す
べ
き
時
が
き
ま
し
た
。

Ｑ
．
こ
れ
か
ら
の
自
治
会
運
営
の

�

ノ
ウ
ハ
ウ
は
？

「人と組織と地球のための国際研究所」
ＩＩＨＯＥ 代表 川北 秀人 氏

　市民団体のマネジメントや、企業
の社会責任（ＣＳＲ）への取り組み
を支援するとともに、ＮＰＯ・市民
団体と行政との協働の基盤づくりを
進め、毎年約60の自治体で、職員や
市民との合同研修を担当。地域自治
組織の先進地・島根県雲南市の地域
自主組織制度を立ち上げ当初から支
援し、雲南市から地域自治組織を学
ぶ「雲南ゼミ」設立を呼びかけ、全
国の自治体が住民自治のあり方を学
んでいる。

行
政
力
の
限
界
が

　

地
域
の
限
界
に
な
ら
な
い
た
め
に

「
住
民
が
主
役
」
の

　

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
に

さ
ら
に
学
び
を
深
め
る

Ａ
．
そ
の
地
域
の
特
性
を
、
今
後
の
見

通
し
を
含
め
て
把
握
す
る
た
め
、「
人
口

構
成
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
」
を
ま

と
め
、「
中
学
生
以
上
の
全
住
民
調
査
」

を
行
う
こ
と
。
そ
し
て
、
各
地
域
の
取

り
組
み
を
学
び
合
う
機
会
を
設
け
る
こ

と
。
ま
た
、「
自
治
会
長
・
町
内
会
長

の
引
き
継
ぎ
帳
」
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

川北さんに
聞いてみました！
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　先人たちの想いや願いが込められたわがまち白石市。この地での生活を守るため、昔も今も多くの市民の皆さんが、
一生懸命にさまざまな取り組みをされています。
　そのような中で「休日には地域の行事のために多くの時間を費やしているが、忙しいだけで地域の問題解決には
つながっていない。会もとうとう解散してしまった」「人口減少や少子高齢化により、地域運営を担う人材が少なく
なった」という悩みをうかがう機会が増えました。あなたの住む地域ではどうですか？
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